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昨年（平成23年）科学分析支援センターでは，震災時に破損した400MHｚの核磁気共鳴装置の更新，

震災の影響を受けた機器の再調整や節電対策に伴う機器利用の制限など利用者の方には大変ご迷惑

をおかけした一年間でした．また，世間でも震災の復興ニュースであふれておりました． 

この編集後記を書いております2012年を振り返って，本年度も昨年の震災の影響が政治，経済面，環

境面に現われ，非常に不安定で激動の年だと実感します．そう考えると今後も概算要求での機器の導入

は難しいのかと考えさせられます． 

今後も教育や研究環境に窮しつつも，素晴らしいサイエンスがこの埼玉大学から発信されることを祈っ

ております．科学分析支援センターではそれを精一杯サポートしたいと思います． 

末筆にて恐縮ですが，ご寄稿の依頼に快く応じていただきました執筆者の皆様方の，ご健康とますま

すのご発展を祈念いたします．また，今回のCACS FORUMの発刊にあたり原稿と格闘し編集の労を執っ

ていただきました，新美智久専門技術職員，高岸昌弘技術補佐員にこの場をかりて厚くお礼申し上げま

す． 

 

(文責 安武 幹雄) 
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